◆14　岡宏「情報倫理おける障害者の自己責任について」
· 報告要旨（2,000字以内）［註、文献、図表等も含む］

「情報倫理における障害者の自己責任について」　　　　　　　　近畿大学・岡　　　宏
（報告要旨）

2003年度より高等学校では普通教科「情報」が必修となり、情報活用の実践力、情報の科学的な理解力、情報社会に参画する姿勢を基軸に教育が行われている。中等教育・高等教育の現場で「情報」教育が必修化され、その中で「情報倫理」に関する啓蒙が行われるようになったことはとても意味深いことである。中学生や高校生は、コンピュータ技術や情報社会の理解と並んで、「情報倫理」についても学んでいるのである。今日の子どもたちにとって「情報倫理」の問題はとても身近なものとなっている。このような流れの中、大学での情報教育は、高校での教科「情報」の履修を前提にし、「情報倫理」もその一環として構成されている。その「情報倫理」において上位にくる徳目こそが、「責任」である。日本の情報教育において、「責任」は学生・生徒に教えるべき重要な要件となっている。

ところで、1990年代後半から商用インターネット利用が急速に進み、世界的に利用者が急増し、インターネットを介したコミュニケーションが可能となった。インターネット上で交換される情報は文字・数値の集積のみではなく、他の物資同様に価値あるデータとして重要な意味を伴っている。インターネットは何時でも・何処からでもアクセスできる環境が定着し、さらに、携帯電話の利用人口も年々増加の一途を辿り、携帯電話からのインターネット接続や、無線LANを搭載したモバイルパソコンを使ってのインターネット接続も日常的になった。情報端末を持ち運びインターネットを利用するモバイルネットワーク時代のなかに私たちの日常生活は存在するといっても言い過ぎではない。そして私たちは、このように情報および情報技術が産業、経済、文化、日常生活の中で大きな役割を担う社会を情報化社会という。この情報化社会で、インターネット利用者は利便性を享受する一方、インターネット利用時の危険について理解し、身を守る対策をとり、情報を個人が自由に受発信できることに伴う課題を理解し、さらに他人に危害を与えないための配慮も求められる。たとえば大学でも、日常生活でインターネットを利用し、情報の受発信を行う学生が少なくないが、時に著作権侵害や不正アクセス、迷惑メール等に関連したトラブルに巻き込まれることもある。このような状況下で「情報倫理」教育は必須のものとなってきた。本来、「倫理」意識とは、道徳的判断に委ねられている。そのため、個人の道徳的規範意識が大きく影響する。道徳的・倫理的背景には、その国の文化や社会構造が働いている。その点で、日本における情報倫理教育も完全にユニバーサルなものにはならないが、各国における課題の差異性は、異文化理解という視点では興味深い。
さて、先述したようにマルチメディアと結びついたコンピュータや電子ネットワークが多くの人々に社会参加の機会を与え、障害をもった人の生活を健常といわれる人のそれに近づけている。私たちはインターネットについて語るとき、時として、このような人々の存在を忘れている。しかし、彼らの情況を思えば、電子ネットワークを混乱させることは、彼らの生きる力を奪うことにつながる。私たちがインターネットを日常性の一部として位置づけることは少なくない。その一方で、インターネットを一般世界への唯一の手掛かりとして使用している人や、日常生活世界そのもととして接している人がいる。私たちの責任は、そのような人々にまで繋がっているのである。電子ネットワークの向こうに人がいると言われる。そこにいる人は、私たちが考えるような単なる人とは限らないのである。電子ネットワークの中で責任ある行動を執ることは、そのような人々の生活を壊さないことをも意味しているのである。

さらに重要なことは、障害を持った人を、目の前にして「自己責任」に終始することは、正当な行為とは言い難い。況や、責任を自己責任に限定すれば、高度情報化したインターネット社会とは何時までもリスク社会としての様態を抜け出すことはできない。本研究は、ネットワーク利用における「自己責任」という原則が、「障害者」の日常生活および「人権」を揺るがしかねない重大な問題を含んだ課題であるという認識にたち、「情報倫理」教育の視点から一管見を提言するものである。
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